
●学校だより「明倫」 №３０               令和７年 １月 7 日 

 

■あけましておめでとうございます 令和７年もよろしくお願いします 

 

新年を迎え、保護者、地域の皆様におかれましては、益々ご健勝のこととお喜び申し上

げます。 

 

「年を重ねるごとに１年が短く感じる」、この感覚は私だけなのでしょうか。 

例えば、１年を年齢で割ってみます。２０歳の場合の 1 年は「1/20 年 = 0.05 年」

となり人生の５％となります。一方、 ５０歳の場合は「1/50 年 = 0.02 年」人生の２％

となります。こうすると、同じ１年でも、一人一人の人生における割合としては大小が生

じるので、確かに、年齢を重ねると若い頃より短く感じるのかもしれません。 

 

 カレンダーで数えてみると、この３学期に府中っ子が学校に登校してくる日数は、今日

を含めると６年生はあと５０日間、１～５年生は５１日間です。 

 学校行事がたくさんあった２学期の忙しさとは、またひと味違った、３学期ならではの

慌ただしさ、進学あるいは進級に向けての責任感などを感じながらの毎日になることと思

われます。たったの５０あるいは５１日間ですから、ボッーとしていると、本当に「あっ」

という間に過ぎてしまう３学期です。 

 だからこそ、一生に一度しかない○月○日○曜日を大切にしていきたいものです。「今年

こそ、今月こそ、今日こそ、今こそ」の気持ちで、毎日を大切にしていくなかで、この３

学期にさらにひとまわり大きく成長した自分をつくることができるはずです。 

 

さて、おせち料理の一つである「慈姑（くわい）」をご存じでしょうか。毎年芽が出るこ

とからめでたいとされている慈姑ですが、水田のような泥の中で、頑張って働いているの

はきれいな姿であり、そのことから頑張り屋さんといういわれもあるらしいのです。 

  きれいな姿やかっこよさというのは外見だけでは決してありません。服装などのきらび

やかさではなく、どんなことでもいいからまじめに誠実に取り組んでいることの美しさ、

かっこよさを慈姑は教えてくれているのだと思うのです。 

本年度のまとめとして、そんな慈姑のような美しさ、内面の美しさを追究していく３学

期にしていきたいものです。 

 

 また私自身、歳を重ねるごとに心身が健康であり続けるのはどんなに幸せなことかと思

います。と同時にどんなにむずかしいことかとも。新しい行動への一歩を踏み出すのも、

まずは自分が元気、健康第一でなければできないことです。 

 

 みなさんにとって、この２０２５年が健康で、笑顔の一年でありますように……。 

（校長  山本 考一） 

 

裏面に続く 



 

〇●〇 令和７年 １月の行事予定 ●〇● ※№27の再掲 

 

 

 ７日（火） 安全の日 

       始業式 

 ８日（水） 給食開始 

       書き初め大会 

＊校内書き初め展：１０日（金）～１５日（水） 

 9 日（木） ５時間授業 ※１４：４５下校 

１０日（金） ５時間授業 ※１４：４５下校 

１３日（月） 成人の日 

１５日（水） 安全の日 

１７日（金） １．１７追悼集会 

２２日（水） 読み聞かせ 

２４日（金） スキー教室（５・６年） ＊予備日：２/６（木） 

      ※１～４年は５時間授業で１４：４５下校 

３１日（金） 委員会活動（５・６年） 

 

＊毎週木曜日を定時退勤日とし、教職員は１８時までには退勤します。ご理解・ご協力を

よろしくお願いします。 

 

 

 

 

                                           

 

 

 

 

校長ブログ：府中っ子の学校での様子をお伝えします。（パスワード：０７１５） 

 

学校教育目標「自分を伸ばす みんなで高め合う 府中っ子～頭に、心に、体に汗いっぱい～」 

令和６年分の「とよおか歩子ポイント」の府中小への寄付として、9,615ポイントもいただく

ことができました。令和５年分と比較して、約 1,500ポイントも増えました。これもご協力い

ただいていた保護者や地域の方々のおかげです。本当にありがとうございました。 

本年の令和７年分につきましても、引き続き、ご協力をよろしくお願いします。 

 

今後とも、どうぞよろしくお願いします。 


